
本気で水鉄砲合戦 ～しただの陣～ 8 月 11 日の様子。下田地区の小中学生 23 人が参加し夏の思い出を作った。

マイリーダーシップワークショップ

自然体験プログラム～川遊び～

せっけんづくりワークショップ

早朝から棚田の草刈り 収穫野菜を山河さんにて販売中です。 賄いは自分たちの野菜を調理してます。 収穫の瞬間はやっぱり嬉しいですね！

地域おこし協力隊農業日記

子供向け夏休みプログラムを開催しました！
コロナ禍で減ってしまった子供たちの遊びの機会を創る

　地域おこし協力隊の教育班が、三条市内の小中学生を対象に、遊びと学びを体験できるプログ
ラムを６つ開催しました。（下記にて一部御紹介）

●マイリーダーシップワークショップ
　「自分に合ったリーダーシップを見つけよう」をテーマに、前編後編に分けてグループワークな
どを通じてリーダーシップを学ぶプログラム。参加してくれた中学 1年生の男の子は「学校では
言われたことのない ”アイデアマン”という一面があることに気付けた」と普段と違う活動から新
たな自分の良さを発見できたようです。

●自然体験プログラム～川遊び～
　CAPTAIN STAG® 八木ヶ鼻オートキャンプ場様の御協力により、「川遊び」を開催しました。川
に入るとみんな目が一斉に輝きだし、大はしゃぎ！魚を捕まえる子、川の中でダムを作る子、協
力して岩登りをする子など自分たちで楽しみ方を見出す彼らの発想力に驚かされました！

●本気で水鉄砲合戦 ～しただの陣～
　子供たちに「本気で遊ぶ」機会を創るため、チーム対抗の水鉄砲合戦を実施しました。「誰かと
一緒に過ごす」大切さを遊びの中から学び、協力して目的を達成するための「協調性」やルール
を守る「社会性」、仲間と遊びを創り上げていく「創造性」などを育むことができました。

●せっけんづくりワークショップ
 　新型コロナウイルスから子供たちを守りたいとの想いで「手洗い」の大切さと興味を持っても
らうことを目的に開催しました。みんなカラフルでオリジナリティあふれる石鹸を作りました！
途中手洗いに関するクイズや、正しい手洗いの仕方なども学んでもらいました。
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制作・連絡先 三条市地域おこし協力隊 　NPO 法人 ソーシャルファームさんじょう
TEL 0256－64－8116（旧荒沢小学校内）FAX 0256－64－8122　Mail sfs150512@gmail.com

メニュー10%割引券

要予約：080-5914-5689 場 所：旧荒沢小学校
平日 9:30～18:00

※行事等により、日曜営業は変更になることがございます。
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有効期限～ 令和 2年 9月末日まで

・至福の頭ほぐしコース
・全身バランス整体

・フットリフレクソロジー

営 日曜 9:00～16:00

みーにゃん.の下田ネタコーナー協力隊の今月の一冊 推薦者：小野寺 彰

下田に「いしぶみ女子」登場です！

探求授業の一環として、県立三条東高校 2年生と地域おこし協
力隊が共同で、下田郷の「いしぶみ」をテーマに活動しているニャ！
彼女たちは「いしぶみ」を実際に目にしたことがないとのことで、
森町地区のいしぶみを観察に行きました。その後、旧荒沢小学校
で意見交換。「私たちがいしぶみを作ったらどうか？」など高校
生ならではの面白い発想が次々と出てきました。今後どのよう
な取組になるか彼女たちの活躍に期待大です！

‘一般的‘な善悪・美醜は誰が決めたと思いますか？
外国人に聞くと日本人の変な所は無限に出てきます。
同じ日本人でも地域、時代が変われば同一現象の評価
は一変します。ですから、私たちが自然に自動的に行っ
ている善悪の見極めや美醜の判断はあまり普遍的では
ないかもしれません。そんな一般的とは何かが分かる
本です。

寝ながら学べる構造主義
文春新書

内田 樹 ( 著 )

石田 太志選手
地域おこし協力隊下田チーム

フットバッグ世界大会
シュレッド30部門で銅メダル

地域おこし協力隊 石田 太志選手から下田地域の皆様へ
　約１か月間、初のオンライン開催となったフットバッグ世界大会（出場選手数 82人、16ヵ国）、
動画を撮影して提出するという全く違った戦いの今大会も優勝を狙っていましたが、30秒間
で難しい技をできるだけ多くの種類をつなげて得点を積み上げていくシュレッド 30部門で
銅メダル（３位）となりました！またフィギュアスケートのように音楽に合わせて演技をす
るフリースタイル部門は 5位でした。

プロフットバッグプレイヤー
石田太志 (いしだたいし )
2020 年 4月より三条市下田の地域おこし協力隊とし

て着任し、フットバッグを通して健康増進や夢に向

かって進む大切さを伝えることを目標としている。

フットバッグの世界大会である「World Footbag 

Championships」にて 2度優勝しアジア人初の世界一

に。そして「Footbag US Open Championships」でも

初出場、初優勝を達成。また日本の全国大会でも優勝

し、史上初の 2カ国のチャンピオンにもなった。世界

一とアメリカチャンピオン、日本チャンピオンに輝い

た日本を代表するフットバッグプレイヤー。

フットバッグとは？
フットバッグとは直径 5cm 程のお手玉のような

ボールを主に足を使って約 2000 個ある技を繰り

出します。毎年世界大会が開かれ、世界の競技

人口は欧米を中心に約 600 万人です。

　今回世界一になることはできませんでしたが、世界のトップ選手が参加する中、決勝ラウ
ンドで戦えたことは本当に嬉しく思います。来年の世界大会では、再び世界一になれるよう
に頑張りたいと思います。

世界大会第 3位の
パフォーマンス。
場所は三条体育文化会館
マルチホール

石田太志選手の世界大会詳細記事は
右のQRコードからご覧になれます。


